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をもてることを示している。最後に 1U キューブサットである BIRDS-2S と BIRDS-4
衛星を真空容器の中にいれ、試験を行なった結果を述べている。BIRDS-2S においては、
背圧を 4.6x10-4Pa に保った状態で、内部機器の温度を-29℃から-52℃の範囲で試験で









学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
上記の論文に対して調査を行い、本研究が超小型衛星の信頼性向上と、超小型衛星を
通じた途上国の宇宙参入促進に貢献することが認められた。論文調査会・公聴会におい
てなされた様々な質問（アフリカにおける液体窒素供給の実情、ISO-19683 以外の標準
へ適合させるためにはどうすべきか、油拡散ポンプ使用の妥当性、高温状態でペルチェ
素子へのダメージをどのように回避すべきか、シュラウドと下部銅プレートの結合方法、
温度変化率向上の課題、真空度を 10-3Pa 以下にする根拠、ペルチェ素子間の結合、試
験装置の開発時間、衛星サイズが大きくなった場合への対応等々）についても的確に答
えていた。さらに本論文作成の過程で証明した研究能力と論文の記述から、本人が博士
号を授与されるのに相応しい素養を身に付けていると判断した。  
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した
結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
